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後期旧石器時代における日本と朝鮮半島

中川 和哉
 

１．はじめに

日本列島と朝鮮半島は一衣帯水と称せられるように、対馬海峡で狭隘部を形成し、点在

する島を伝い移動すると最長約50km程度の航海で往来することができる。原始から現在

にいたるまで多くの人や物が往来し、日本側から見ると大陸からの文化の玄関口１つで

あった。

旧石器時代について述べると、韓国では京畿道全谷里遺跡・同金坡里遺跡・江原道錦山

里葛洞遺跡に代表される、ハンドアックス・石球・チョッパー・チョッピングツール・ピッ

クなどを含む前期旧石器時代に属するアシューリアン伝統の石器群は各地で発見されてい

る。同じ内容の石器群は日本列島では発見されておらず、日本の前期旧石器時代の存否に

ついてもいまだにその論争の渦中にあるのが現状である。

後期旧石器時代には日本列島のいたるところで遺跡が発見されており、朝鮮半島で発見

されているのと同じ形式の石器や剝片剝離技術についても日本列島で確認されている。

本稿では朝鮮半島と日本列島に共通する要素を、後期旧石器時代のナイフ形石器を用い

た時期を中心に検討したい。

２．朝鮮半島の後期旧石器時代

朝鮮半島では第二次世界大戦以前にも、北朝鮮潼関鎮遺跡（徳永・森1939）で旧石器が出

土したと直良信夫（1940）によって主張されたが、異論もあり遺跡の評価は定まらなかっ

た。1962年に北朝鮮屈浦里遺跡において石英を中心石材とする屈浦Ⅰ期と大理石、角頁岩

を主体とする屈浦Ⅱ期の２枚の文化層が調査されている。両遺跡とも中期旧石器時代に位

置づけられているが、朝鮮半島において石英以外に石材が変化するのが後期旧石器時代に

入っておこる特徴であることから今後の検討によって朝鮮半島で初めて発見された後期旧

石器時代の遺跡であった可能性がある。

後期旧石器時代の存在が明らかになったのは、1964年から始まる忠清南道石壮里遺跡（孫

1993）の発掘調査である。出土遺物には石刃、細石刃核、先刃型掻器、彫器などがみられ、

発掘当初は認識できなかった、後述する剝片尖頭器も発見されていた。
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　後期旧石器文化の

内容が明らかになった

のは、1982年に発掘調

査が実施された全羅忠

清南道スヤンゲ遺跡で

は多数の剝片尖頭器、

細石刃関連遺物が発見

され、日本と同じよう

に狩猟具を中心とする

石器群があったことが

明らかになった。

剝片尖頭器と細石刃

関連遺物が同一層位から発見されることから、調査者は同一文化と考えていたが、出土層

が薄く、関連遺物の分布する領域がそれぞれ異なることから違う時期の遺物群が同一層位

で発見されているとの指摘も存在している（松藤1987）。

特に剝片尖頭器は、九州を中心に分布しており、後期旧石器の後半（ＡＴ火山灰降灰以後）

の主要な狩猟具の１つとなっている。

１）層位と編年

韓国側での年代測定や広域火山灰ＡＴの検出によってその年代も位置づけられてきた

が、2001年から日韓共同でレス―古土壌を用いた編年作業（松藤ほか2005・中川ほか 2008 ）

が行われた。韓国の水成堆積物を除く古い地層は、上層から表土である黒ボク層、明黄色

を呈するレス層、褐色を呈する古土壌層が堆積する。次にレスその次に赤褐色を呈する古

土壌層が交互に現れる。これらの地層の移り変わりは色の濃いものが、温暖期の植物によ

る土色変化と考えられている。こうした土色変化が、地球規模で起こった気候変動に連動

する海洋酸素同位体ステージに対応することが明らかになった。また、古土壌にあたる地

層ではその上位に堆積する地層の土を充填する土壌楔と呼ばれる裂痕が認められる。

上から２層目の明黄色土はMIS２（2.9 ～1.4ka）の寒冷期に堆積した地層で、次の褐色土

はMIS３（5.7～2.9ka）の温暖期に堆積した地層である。MIS３の古土壌は表土を除き一番

上位にある古土壌で、色調もMIS５以下の古土壌が赤色またはチョコレートブラウンであ

るのに対し、褐色または灰褐色を呈することから、簡易に峻別できる。また、日本から

飛来したＡＴ火山灰は、MIS３の古土壌層のトップ付近から検出されている。ＡＴ火山灰

の実年代は水月湖の年縞の研究成果（V.C.Smith et.al  2013）によって30,007年前（V.C.Smith 

第１図　韓国における剝片尖頭器出土層位
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et.al  2013）と測定されている。古土壌の最上部に検出できることは、MIS３の年代観と齟

齬しない。また、14C年代測定も盛んに実施されるようになってきている。

スヤンゲ遺跡では14C年代測定で16,400BP、18,460BPの数字が発表されている（李・禹

1997）。古いデーターであるため年代補正はないものと考えられる。

京畿道の好坪洞遺跡では（洪・金2008a・b）では上下二枚の文化層を検出しており、細

石刃関連遺物を含む文化層の下にある第１文化層中から剝片尖頭器を含む石器群が出土

した。地層は上層に比べ褐色を帯びており、MIS３の地層と考えられる。第１文化層中の

第２図　韓国出土の剝片尖頭器
１・２：スヤンゲ遺跡、 ３：新華里遺跡、 ４：下加遺跡、 ５：月坪遺跡、
６：頭鶴洞遺跡、 ７～10：龍山里遺跡、 11～13：禾岱里遺跡、 14・15：好坪里遺跡
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AMS年代は30,000±1,500.BP～27,500±300BPが４試料から出ており、IntCal13（P.J.Reimer 

et.al  2013）による年代補正を考慮するとＡＴ降灰以前の文化層と考えられる。

全羅南洞古礼里遺跡（朴・徐1998）の場合２つの文化層が存在し、その下の文化層から剝

片尖頭器が出土している。上層の文化層に比べやや暗色でＡＴガラスを含んでいた。MIS

３の古土壌の可能性が指摘できる。

大田龍湖洞遺跡ではAMSで38,500±1,000BPと測定された３a層とその下の３b層から剝

片尖頭器が出土している。年代値は他の遺跡に比べ極端に古く、現在のところその年代を

採用することは躊躇される。

大田龍山洞遺跡（金・陸 2004）では多数の剝片尖頭器が出土している。文化層である３

層は土壌楔が上面から入る地層である。３層の上下２ヵ所の土壌を用いた年代測定が実施

されており、上から19,310±790BP（第1図中の地層柱状図のＡ）、24,430±870BP （第１図

中地層柱状図のＢ）の年代が提示されている。包含層の上位の２層下部から３層上部にか

けてＡＴが検出されており、３層はその上面から磁化率が急に高くなり古土壌の特徴を示

している。14C－AMS測定値は土壌を用いたもので、写真を見る限り２層を起源とする土

壌楔充填物が多く認められる、こうしたものが年代に影響を与えた可能性も否定できない。

火山灰と磁化率、土壌楔や地層の色調からMIS３の古土壌の可能性がある。

任実下加遺跡（李ほか2008）では第１ピットから剝片尖頭器と角錐状石器が出土してい

る。調査区では表土層から明褐色粘土層にかけて遺物が出土するが、包含層が地表から

近く層相が判らないが、同じ地形面に立地しながらも20m程度離れた第２ピットでは同

じ層と考えられる遺物包含層が厚く、炭化物を試料にした分析によって19,700±300BP、

19,500±200BPの年代が出されている。その下層にはMIS３に見られる土壌楔が存在する。

しかし、第２ピットの複数の層位別土壌から出された年代は年代の逆転や、極端に若い年

代が出たものもある。石器群には剝片尖頭器は含まれないが、石刃石核が存在し第１地点

の石器群と齟齬するものではない。こうしたことからＡＴ降灰以後の時期に剝片尖頭器・

角錐状石器の共伴が認められることになる。

順天月坪遺跡（李2002、李・金・金・尹・金2004）では土壌楔を含む層より上位に後期旧

石器の文化層が２枚あり、下の第３文化層には剝片尖頭器、上の第４文化層には細石刃石

器群が含まれる。この石器群もMIS２の時期の可能性を指摘できる。

剝片尖頭器を含む石器群はMIS３からMIS２まで存在することがわかる。剝片尖頭器に

続いては細石器刃関連遺物を含む石器群が出現する。スヤンゲ遺跡で問題となった細石刃

との共伴関係も、地層の厚い遺跡においては分離することが可能である。

剝片尖頭器出現以前と考えられる坪倉里遺跡（李・兪・成 2000）が挙げられる。石器に
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使用される石材は石英で、ＡＴ下位の（タ）・（ラ）層から出土している。両者合わせると約

60cmの層厚をもつが一括して１つの文化層として報告されている。石器群には粗い二次

加工による削器があるのみで、定型的な石器は見られない。石器の位置付けであるが、古

環境研究所による火山灰分析時の地層分類では（タ）層が上部に灰褐色土が６cm、その下

が若干赤みを帯びた褐色土に分けられている。（ラ）層は赤みを帯びた暗褐色土45cmと記

述されている。韓国におけるMIS３ の古土壌は灰色がかった褐色を呈しており赤色化し

ている例はない。よって（タ）層上部がMIS３の古土壌、下層がMIS５の古土壌である可能

性が高い。また赤色を見せる（ラ）層はMIS5c－eまたはMIS7と捉えられる。現在石器群を

分離することは困難であるが、石器が一定量以上出土しているにもかかわらず前・中期旧

石器時代に特徴的な石器が見られないことから仮にMIS３前半期の様相を示す石器群とし

ておきたい。

これらの出土例から後期旧石器時代は３つの時期に大別できる。

Ⅰ期：石英製削器を中心に石刃技法の存在しない時期

Ⅱ期：剝片尖頭器を含む時期

　　前半：ＡＴ下位で角錐状石器を含まない時期

　　後半：ＡＴ上位で角錐状石器を含む時期

Ⅲ期：細石刃文化期

２）石材の利用状況

各時期の石器群を見ていくと、Ⅰ期の石器群は石英を主体としているいわゆる遠隔地の

石材を使用しない石器群である。遺跡数が少ないことから今後注視していく必要がある。

Ⅱ期では石器に適した材料（好適石材）が安易に入手可能な慶尚累層群が密に分布する（Ｉa

地域）地域にあるスヤンゲ遺跡や古礼里遺跡では狩猟具以外の道具についても、凝灰岩や

流紋岩などの後期旧石器時代に狩猟具に利用される石材が用いられるが、石器に適した慶

尚累層群から離れた京畿道や江原道（Ⅲ地域）では、剝片尖頭器作りに好適石材が用いら

れ、不足する好適石材を補完するため他の器種を中心に石英が石器群の主体と用いられて

いる。こうした傾向は黒曜石の使用の開始等の付加要素があるものの、Ⅱ期と共通して細

石刃関連遺物に石器に適した石材が用いられ、好適石材産出地から遠隔地では削器などの

加工具に石英が多用される。

３）石器組成

石器組成を見るとⅠ期の石器群では、明確な狩猟具が見出せない。後期旧石器時代人が

積極的な捕食者と位置づけられる限りにおいては、後期旧石器文化の所産であるか検討し

ていく必要もある。剝片は主に単設打面の背の低い石核から剝離されており、剝片の多く
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が折れている。

Ⅱ期には狩猟具と剝

片尖頭器があり、刃部

が弧状を呈する掻器な

どの加工具が伴う単純

な組成を示す。Ⅱ期前

半と考えられる古礼里

遺跡では、剝片尖頭器

の素材として石刃が用

いられており、打面再

生や打面調整、作業面

調整などの技術が用い

られている（張2002）。

Ⅱ期前半と考えられ

る古礼里遺跡では、剝

片尖頭器の素材として

石刃が用いられてお

り、打面再生や打面調

整、作業面調整などの

技術が用いられている

（張2002）。

Ⅲ期は槍先を構成し

たと考えられる細石刃を狩猟具とし、加工具である彫器・搔器などを組成している。

３．朝鮮半島と日本で出土する石器

日本列島においてナイフ形石器が用いられた時期の石器で、　朝鮮半島と同じものに剝

片尖頭器と角錐状石器がある。

角錐状石器は剝片を素材にし、その周囲を整形加工して１端または両端を尖らせた石器

で、日本列島では九州から東北までの広い範囲に分布し、ＡＴ火山灰降灰以後に出現する

石器として知られている。特に九州地域では石器の主要な器種であるだけではなく、断面

が三角形に加工されたいわゆる三面加工尖頭器や下城遺跡（緒方・古森1980）に見られる槍

先形尖頭器に類似した資料などそのバリエーションも豊富である。

第３図　朝鮮半島南部におけるⅡ期の石材利用状況　
　　Ⅰ地域：好適石材、Ⅱ地域：モザイク状に好適石材産出地が分布、
　　Ⅲ地域：好適石材産地が認められない地域
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剝片尖頭器は縦長剝片の打面を残し、その打面部側の両側を腹面からノッチ状の二次加

工を施して茎を作り出した大型の狩猟具である。その分布域は九州地域を中心に分布して

おり本州地域にも類似資料が散見できるが、石器群の中心的構成要素とはなっていない。

その出現時期はＡＴ火山灰降灰以後である。

剝片尖頭器は二側辺加工のナイフ形石器とともに九州における狩猟具の中心的な器種で

ある。

剝片尖頭器の技術的側面を検証すると、素材となる剝片は先端がとがる縦長剝片で、背

面の剝離方向の構成から、打面は１か所に固定した単打面の石核から剝離され、打面調整

が行われる場合は稀である。（稲原1986、第４図）。ＡＴ下位に位置づけられる古礼里遺跡

で復元された石刃技法とは異なっている。

剝片尖頭器は日本列島ではＡＴ火山灰降灰以後に出現する石器であるが、朝鮮半島での

出現はそれよりも古く半島からもたらされた石器と位置づけられる。

 九州地域では全体として１つの文化的まとまりを持っているが、台形石器の形式や石

材の選択など細かい部分で地域間の差異が認められる。広域火山灰であるＡＴを用いて編

年が行われてきたが、より火山灰層の厚い地域の調査事例が増えていき、橘氏（1990）に

第４図　九州における剝片尖頭器の技術的特長と石材利用（稲原1986を元に作成）
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よってＡＴ降灰直後の段

階には九州のＡＴ以前の

文化伝統が続き、その後

剝片尖頭器や角錐状石器

が出現することが主張さ

れた。この仮説は鹿児島

県の資料を検討（桑波田・

宮田1997）や宮崎県での

東九州自動車道の発掘調

査結果（宮崎県旧石器文

化談話会2005）で追認さ

れている。また、近年層

位的な事例の乏しかった

北部九州においても地蔵

平遺跡においてＡＴ降灰

以後に剝片尖頭器等を含

まない時期を経て、剝片

尖頭器などが出現するこ

とがわかった。これまではこうした石器類の出現のトリガーとして大災害である火山灰降

灰が考えられていたが、異なる契機を考える必要が生じている。

４．最終氷期最寒冷期の対馬海峡

MIS２の時期には世界的な規模での寒冷化が進み、最終氷期最寒冷期（LGM）には120～

130mの海水面低下が報告されている（菅2004）。対馬海峡西水道はその最深部が240mの深

さをもっているが、130m前後の海面低下で朝鮮半島と陸続きになる。日本海の隠岐堆か

ら採取されたピストンコア（KH-79-3,m-2、L-3 ）をもとに分析がおこなわれ、最寒冷期に

は日本海の塩分濃度が低下する現象を、黄海が陸化し黄河の河口が済州島の東側にあった

とし、黄河水で希釈された海水が開口していた対馬海峡を通じて日本海に流入していたと

解釈した（大場1983）。

しかしながら、氷期の日本海への海水の流入量の計算の結果、津軽海峡からの海水流入

でも説明することができ、短期間の海峡の存在を完全に否定することはできないという考

え（松井・多田・大場1998）もある。

第５図　LGM期の対馬海峡
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Parkほか（2000）は、対馬海峡の大陸棚が鮮新世から中期更新世までは構造的な傾斜と

沈降を経験していたが、それ以外は安定していたという説（Yoo1997）を受け、対馬海峡の

音響調査による堆積物や地形、ピストンコアによって採集された貝などの14C年代をもと

に第５図に見られるように最終氷期最寒冷期の対馬海峡は幅10～15km、深さ10mの水路

状に残ったと結論付けた。

MIS２のうち最寒冷期の年代については、33,000年から26,500年まで氷床の拡大が始ま

り、LGMは26,500～20000年頃とされている。（P.U.Clark et.al  2009）。

朝鮮半島と九州本島の間には大小の旧石器時代遺跡のある島が散在する。まとまった発

掘調査の事例は少ないが、五島列島の宇久島、小値賀島などの遺跡では、漁労などを行わ

ないと現在の島嶼部の領域では生活できなかったと考えられる。漁労をもっぱらにしない

という前提であれば、海水面が低下し、旧石器人の狩猟に必要なテリトリーが十分に確保

できる時期に遺跡が形成されたと考えられる。それを示すように剝片尖頭器や原の辻方台

形石器などが島嶼部で発見されている。この２種の石器は長崎県百花台東遺跡で共伴して

おり、ＡＴ降灰直後から２番目の文化様相を示している。これらの状況的証拠や年代から

剝片尖頭器の拡散時期はLGM前後であると想定できる。また石材には九州本島からもた

らされた黒曜石があり、出動物も九州本島の内容に近い。対馬からの旧石器時代遺跡の報

告はないが、他の島嶼部の遺跡では九州的な文化内容を示す遺物が主で、朝鮮半島の石材

の嗜好性や石器組成を反映していない。このことは、川状の海峡が非常に狭くなっていた

が、地域として一体の文化圏を形成していなかったことを示している。

　

５．まとめ

剝片尖頭器を元に朝鮮半島と日本列島の石器文化を考えると、朝鮮半島から剝片尖頭器

がもたらされ、九州において主要な狩猟具のひとつとなったが、朝鮮半島で見られたよう

な組成とは異なっており、その石材の用い方も補完石材を石英に求めず、仕様石材の多く

を遠隔地または在地の好適石材を用いるＡＴ降灰以前の石器利用構造を保っている。

　角錐状石器はその量、型式数の多さから日本側からの影響下に韓国で出現したと想定

できるが、その状況は剝片尖頭器が九州にもたらされた状況とは異なり主要な石器器種と

はなっていない。

剝片尖頭器は現象面から見ると、九州地域の文化内に取り込まれるように存在している。

九州では多様な狩猟具と考えられる石器が組成されるが、その１つとして剝片尖頭器のみ

を選択して採用している現象が見られる。こうした現象の裏には人物が介在するが、１つ

の解釈として九州にいた旧石器人たちのグループに吸収される形で人の移動があったと考



京都府埋蔵文化財論集　第 7 集

－ 12 －

えられる。また、その移動の方向が北から南への移動が多いことから、単に海峡が狭くなっ

ただけではなく、LGM期の極端な寒冷化による人類の南下の結果であることが想定され

る。

（なかがわ・かずや＝当調査研究センター調査課調査第２係長）
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